
報道機関 各位                

特定粉じん排出等作業に係る行政処分（作業基準適合命令等）について

 石綿（アスベスト）が使用されている建築物の解体工事について、大気汚染防止法

第１８条の２１の規定に基づき、特定粉じん排出等作業に係る作業基準に従うべきこ

と及び作業の一時停止を命じましたので、お知らせします。

１ 処分対象者

  株式会社エコ・ベスト

２ 処分対象の特定工事の場所

  さいたま市浦和区本太５－３９－１１

３ 処分の内容

 ⑴ 大気汚染防止法第１８条の１４に規定する作業基準に適合させること。

 ⑵ 作業基準に適合すると認められるまでの間、特定粉じん排出等作業を一時停止

すること。

４ 処分日

  令和３年９月１０日（金）

５ 処分の理由

  令和３年９月８日（水）及び９月９日（木）に実施した立入検査の結果、煙突断

熱材に石綿が含有しているにも関わらず、大気汚染防止法第１８条の１４に規定す

る作業基準を遵守せず、特定粉じん排出等作業を実施したと認められるため。

６ 経緯等

市民からの通報を受け、市が実施した立入検査の結果、９月７日（火）１０時か

ら１５時までの間で石綿飛散防止対策が講じられないまま、煙突部分の解体工事が

行われたことを確認しました。
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大気汚染防止法第１８条の１４に規定する作業基準を遵守していないと認めら

れるため、当該処分を実施しました。

なお、市が敷地境界において大気中の石綿繊維数濃度測定を実施した結果、漏え

い監視の観点からの目安とされる１本／Ｌ以下となっております。また、現状、応

急措置として、シートによる養生を行い、飛散防止対策が講じられております。

大気中の石綿繊維数濃度測定結果

※検出下限値：０．０５５本／Ｌ

【参考】建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル

（令和３年３月 厚生労働省・環境省）

試料採取 採取場所 石綿繊維数濃度（本／Ｌ）

令和３年９月９日（木）
敷地境界北東側 検出下限値未満

敷地境界北側 検出下限値未満

環境省の近年のモニタリング結果から、一般大気環境中の総繊維数濃度は概ね１本／Ｌ以下であ

ることから、石綿繊維数濃度も１本／Ｌ以下である。このため、漏えい監視の観点からの目安は、

石綿繊維数濃度１本／Ｌとすることが適当である。


